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本校では、年２回（前期・後期各１回）、教職員、子ども、保護者の方々に対して「学校ア
ンケート」を実施しております。このアンケートは、現在進めている本校の教育を振り返り、成
果と課題を明らかにし、本校教育をさらに充実させていくために活用しています。 
後期アンケートの結果をご覧いただき、子どもたちをよりよく育むために学校、家庭、地域

で今後できることをぜひそれぞれのお立場で考えてみていただければと思います。 

ー 学校だより ー 

 

 子どものアンケート結果を見ると
「安全」と「片付け」への肯定的な回
答が、前期より１０％程度上がってい
ます。保護者や教職員の粘り強い声
かけが成果となっていると思われま
す。一方で、基本的な生活習慣がで
きていると回答している割合が前期
と比べ１５％程度下がっています。特
に就寝時刻が遅くなる傾向があり、
それに伴い朝起きる時刻が遅くなっ
ているようです。 
心身ともに健やかに過ごすために
も基本的な生活習慣を身に付けるこ
とは必須です。引き続き、声かけ等ご
協力をお願いいたします。 

「前期学校アンケート（２月）」の結果をお知らせします 
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児童

保護者

教職員

児：家で、学習準備（えんぴつけずり、時間わりなど）をして、忘れ物のないように気をつけて

いる。

保：お子さんが自分で学習準備（えんぴつけずり、じかんわりなど）ができるように一緒に確か

めたり声かけをしたりしている。

教：子どもが自分で学習準備ができるような工夫や働きかけを行っている。
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児童

保護者

教職員

児：授業・学習に がんばって とりくんでいる。

保：お子さんは、意欲的に学習に取り組んでいますか。

教：子どもが、目標に向かって粘り強く取り組むことができるよう働

きかけている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

意欲的に学習しているか。 
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児童

保護者

教職員

児：授業は、めあてとまとめが はっきりしていて、わかりやすい。

保：お子さんは、授業が分かりやすいと言っていますか。

教：意欲を引き出す授業の実施をしている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

授業はわかりやすいか。 
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児童

保護者

教職員

児：GIGA端末を 使った 学習は 楽しい。

保：お子さんは、他者に自分の意見を話すことができていますか。

教：めあてとまとめを板書し、分かりやすく、楽しい授業になるよう

に授業改善をし、学力向上に努めている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

ＧＩＧＡ端末を使った学習はわかりやすいか。 
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児童

保護者

教職員

児：進んで 本を 読んでいる。

保：お子さんに読聞かせをしたり本に触れ合う機会をつくったりしてい

る。

教：子どもに読書習慣がつくような実践をしている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

進んで本を読んでいるか。 
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保護者

教職員

児：家で、15分×学年以上の 学習（自学自習もふくめて）が できている。

保：お子さんが家庭で学習できるように、環境を整えたり、言葉がけをしたりしてい

る。

教：授業と連動した家庭学習の課題を工夫したり、家庭学習ができるようにアドバイ

スをしたりしている。
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大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない
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保護者
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児：家で、学習準備（えんぴつけずり、時間わりなど）を して、忘れ物の ないように 気を

つけている。

保：お子さんが自分で学習準備（えんぴつけずり、じかんわりなど）ができるように一緒に確か

めたり声かけをしたりしている。

教：子どもが自分で学習準備ができるような工夫や働きかけを行っている。
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あまり出来ていない

出来ていない

家で、学習準備（えんぴつけずり、時間わ
りなど）をして、忘れ物のないように気を
つけている。 
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児童

保護者

教職員

児：早寝・早起き・朝ごはんなど、健康に 気をつけた 生活が できている。

保：生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん）を整えて学校に送り出している。

教：望ましい生活習慣を実践できるように働きかけている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

家で１５分×学年以上の学習（自主学習
も含めて）ができているか。 

早寝・早起き・朝ごはんなど、健康に
気をつけた生活ができているか。 
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児童

保護者

教職員

児：日ごろから 安全に 気をつけた 行動をしている。

保：お子さんが安全に気をつけて行動できるように声かけをしている。

教：安全に行動できるように働きかけている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

日頃から安全に気をつけた行動が
できているか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

保護者

教職員

児：物を 大切にし、使った物は もとの 場所に もどしている。

保：お子さんが物を大切にし、後始末をするように働きかけをしている。

教：物を大切にすることや後始末をすることを働きかけている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

ものを大切にし、使った物は元の場
所に戻しているか。 

「意欲的に学習しているか」という
設問に対し、９４．５％の子どもが肯定
的な回答をしています。「授業がわか
りやすいか」という設問については、 
８９．８％の子どもが肯定的な回答を
していますが、前期と比べ６．５％下が
っています。ＧＩＧＡ端末を活用した授
業については、９３．６％の子どもが肯
定的な回答をし、前期と比べ、１５％
上がっています。今後、ＧＩＧＡ端末の
有効的な活用も含め、すべての子ど
もが「わかった」と実感のできる授業
づくりを目指していきたいです。また、
読書についての設問では、肯定的な
回答が 73.1％で前期に比べ８．７％
下がっています。豊かな語彙や想像
力を高めるためにはよい本との出会
いが大切です。今後、様々な機会をと
らえて出会うきっかけを作る取組を大
事にしていきます。 
そして、家庭学習についての設問
から 3 割に近い子どもたちが十分に
家で学習できていないと回答し、これ
は前期と変わりませんでした。子ども
自らが目的をもって学習に向き合え
るよう工夫が必要であり、家庭との連
携も欠かせないと考えます。引き続
き、ご協力をお願いいたします。 



 

 

 
 
 
 
 

 
学校へ相談しやすいよう教職員は、努めていると回答していますが、すべての保護者にとって「気軽」に相談できる場であるとは十分に言えないようです。
前期と比べても大きく変化はありませんでした。子どもを中心にして、学校と保護者が常に連携をとり、同じ方向を向いて育てていけるよう、その連携の場を
探っていきたいと思います。また、学校の様子について、保護者の方は「知ろうとしている」の回答と教職員の「伝えている」の回答に大きく違いがあります。こ
の結果を受け止め、子どもたちの様子を学校だより、学校ホームページ、参観等を通して学校や学級の取組の内容、また子どもたちの様子を分かりやすく伝
える努力をしていきたいと思います。そして、わからないことや気なることがありましたら、いつでもご相談ください。 

家庭と学校

のつながり

について 
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児童

保護者

教職員

児：学校生活が 楽しい。

保：お子さんは、楽しく学校生活を送っていますか。

教：子どもが楽しい学校生活を送れるように指導している。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

学校生活が楽しいか。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童

保護者

教職員

児：自分から 進んで あいさつを している。

保：「おはよう」や「おかえり」などのあいさつを大人からするようにしている。

教：あいさつができるように働きかけている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

自分から進んであいさつをしているか。 
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児童

保護者

教職員

児：友だちの 気持ちを 考え、だれとでも 仲よく できている。

保：お子さんが誰とでも仲よくできるよう声かけをしている。

教：いじめの芽やいじめを逃さず、子どもが安心して学習できる環境

を常に整えている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

友だちの気持ちを考え、だれとでも仲よ
くできているか。 
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児童

保護者

教職員

児：困ったことは、先生や 家族に 相談 している。

保：お子さんと、学校（友達・学習・行事など）のことを話している。

教：子どもの話を丁寧に聞くようにしている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

困ったことは、先生や家族に相談してい
るか。 
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低学年

中学年

高学年

児：目標に 向かって ねばり強く とりくんでいる。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

目標（めあて）に向かって粘り強く取
り組んでいるか。 
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低学年

中学年

高学年

児：相手を 意識して 進んで 自分の 意見を 話している。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

進んで自分の意見を話しているか。 
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低学年

中学年

高学年

児：友だちの 意見を 聞き、自分の 考えに とりいれている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

友だちの意見を聞き、自分の考えに
取り入れているか。 
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低学年

中学年

高学年

児：クラスの人や 他学年の人、学校などの 役に立っている。（役わりをもって、とりくむこ

とが できている。）

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

クラスの人や 他学年の人、学校など
の役に立っているか。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年

中学年

高学年

児：自分のしたことで、人に よろこんでもらったり 「ありがとう」と 言っても

らったりしている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

自分のしたことで、人に よろこんで
もらったり 「ありがとう」と 言っても
らったりしているか。 
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保護者

教職員

保：気になることがあれば、気軽に学校に相談している。

教：児童・保護者の訴えや相談内容について報告・連絡・相談をするよう努めている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない
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保護者

教職員

保：各種おたよりやホームページなどで学校の様子を知ろうとしている。

教：学級のおたよりやホームページなどで学校の様子を伝えている。

出来ている

大体出来ている

あまり出来ていない

出来ていない

 子どものアンケート結果を、低学年・中
学年・高学年別に分析しました。「目標を
もって取り組むこと」に関して、どの学年も
前期より少しですが下がっています。「自
分の意見を話すこと」については、低学年
が６％、中学年が１０％上がっています。高
学年については１０％下がっています。「友
だちの意見を聞くこと」については、低学
年と高学年において少し下がっています。 
また、「人に喜んでもらっているか」とい

う設問は、前期と比べ、中学年と高学年で
１０％程度上がっています。後期になり、異
学年と交流する機会が増えたことや友だ
ち同士のつながりが深くなったことが考え
られます。 
今後、学習であっても行事であっても、

子どもの主体的な姿勢を引き出すことを
大事にしていきたいと考えます。目的を明
確にし、友達と話したり活動したりすること
を通し、達成感や成就感を味わえる工夫
を取り入れていくようにします。 
 

 

「学校は楽しい」の設問に対し、９１．０％の子どもが肯定的に回答しています。これは、前期とほぼ
変わっていません。しかし、９％の子どもが「あまり出来ていない・出来ていない」と回答しています。そ
して、「困ったことを相談しているか」という設問でも、２割の子どもが「あまり出来ていない・出来てい
ない」と回答をしています。これは、前期より１０％程度増えています。日々の生活の中で、何か困りが
あると、学校は楽しい場所ではなく不安な場所となります。日頃から子どもたちの様子をしっかり見つ
め、子どもたちの話に耳を傾ける努力をしなければなりません。さらに、相談しやすい雰囲気が、教室
にも学校にもあるそんな学校になるよう努力していきます。そのような安心した中で、子どもがもてる力
を存分に発揮しながら楽しく学び、笑顔で話したりあいさつしたりする姿をたくさん見られる学校づく
りに努めます。 

 


